
第
四
十
八
回

か
け
に
世
界
中
が
大
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
も
「
昭
和

恐
慌
」
と
呼
ば
れ
る
深
刻
な
デ
フ
レ
不
況
に
陥
っ
た
の
で

あ
る
。
一
九
三
一
年
十
二
月
、
高
橋
は
犬
養
毅
首
相
に
請

わ
れ
、
四
度
目
の
蔵
相
に
就
任
し
た
。

今
度
は
緊
急
措
置
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い
。
デ
フ
レ

不
況
か
ら
脱
し
て
経
済
を
立
て
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
①
緊
縮
財
政
か
ら
積
極
財

政
へ
の
転
換
（
公
共
事
業
と
農
村
復
興
な
ど
を
柱
と
す
る

時じ

局き
ょ
く

匡き
ょ
う

救き
ゅ
う

事
業
で
景
気
回
復
を
図
る
）、
②
そ
の
財
源
と

し
て
増
税
は
行
わ
ず
、
国
債
発
行
を
増
や
し
日
銀
が
引
き

受
け
る
、
③
金
融
緩
和
（
市
中
金
利
の
引
き
下
げ
と
通
貨

供
給
拡
大
）
④
金
輸
出
再
禁
止
に
よ
る
事
実
上
の
円
安
誘

導
―
―
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

こ
の
う
ち
①
は
、
今
で
は
よ
く
知
ら
れ
る
ケ
イ
ン
ズ
主

義
的
な
考
え
方
で
、「
高
橋
財
政
は
ケ
イ
ン
ズ
の
影
響
を
受

け
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
ケ
イ
ン
ズ
が
理

論
を
発
表
し
た
の
は
、
高
橋
の
政
策
か
ら
四
年
後
の
こ
と

だ
。
高
橋
が
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
を
先
取
り
し
て
い
た
の
だ
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
財
政
出
動
、
金
融
緩
和
、
円
安
に

機
乗
り
切
り
の
た
め
引
っ
張
り
出
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

高
橋
は
蔵
相
に
就
任
す
る
と
直
ち
に
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

（
支
払
い
猶
予
令
）
を
発
し
た
。
給
料
や
少
額
預
金
（
一

日
五
百
円
以
下
な
ど
）
の
支
払
い
を
除
き
、
銀
行
の
金
銭

債
務
支
払
い
を
三
週
間
猶
予
す
る
内
容
で
、
銀
行
か
ら
の

資
金
流
出
を
防
ぎ
信
用
不
安
を
抑
え
る
目
的
だ
っ
た
。

ま
た
預
金
支
払
い
に
備
え
て
急
き
ょ
二
百
円
札
の
発
行

に
踏
み
切
っ
た
。
だ
が
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
片
面
だ
け

の
印
刷
で
、
裏
は
真
っ
白
と
い
う
異
例
の
紙
幣
だ
っ
た
。

高
橋
は
こ
れ
を
店
頭
に
積
み
上
げ
る
よ
う
銀
行
に
指
示

し
、
預
金
者
に
安
心
感
を
与
え
た
。

常
識
を
超
え
た
大
胆
な
緊
急
策
が
功
を
奏
し
、
取
り
付

け
騒
ぎ
は
三
カ
月
足
ら
ず
で
収
ま
っ
た
。
金
融
恐
慌
の
鎮

静
化
を
見
届
け
た
高
橋
は
同
年
六
月
に
蔵
相
を
辞
任
し
た
。

財
政
出
動
、
金
融
緩
和
、
円
安
で

デ
フ
レ
不
況
「
昭
和
恐
慌
」
か
ら
脱
出

だ
が
危
機
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
二
年
後
の
一

九
二
九
年
十
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
価
大
暴
落
を
き
っ

片
面
だ
け
印
刷
の
二
百
円
札
発
行

大
胆
策
で
「
金
融
恐
慌
」
乗
り
切
る

「
本
日
、
東
京
渡
辺
銀
行
が
破
綻
い
た
し
ま
し
た
」
―
―

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
三
月
十
四
日
、
衆
議
院
予
算

委
員
会
で
片
岡
直な

お

温は
る

蔵
相
が
こ
う
発
言
し
た
。
同
行
は
以

前
か
ら
資
金
繰
り
に
窮
し
て
い
た
も
の
の
、
実
は
こ
の
時

点
で
は
ま
だ
破
綻
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
蔵
相
発
言
に

よ
っ
て
、
預
金
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
大
勢
の
人
が
押
し

か
け
、
同
行
は
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。

当
時
は
多
く
の
中
小
金
融
機
関
の
経
営
が
悪
化
し
て
い

た
こ
と
か
ら
取
り
付
け
騒
ぎ
は
全
国
に
広
が
り
、
わ
ず
か

三
カ
月
の
間
に
三
十
以
上
の
中
小
銀
行
が
休
業
・
破
綻
す

る
事
態
と
な
っ
た
。
昭
和
金
融
恐
慌
で
あ
る
。

時
の
若
槻
礼
次
郎
内
閣
は
こ
の
危
機
対
応
で
行
き
詰
ま

り
、
同
年
四
月
に
総
辞
職
、
代
わ
っ
て
田
中
義
一
内
閣
が

発
足
し
た
。
こ
の
時
に
蔵
相
に
就
任
し
た
の
が
高
橋
是
清

だ
。
大
正
時
代
に
二
度
の
蔵
相
、
そ
し
て
首
相
も
務
め
た

高
橋
は
す
で
に
政
界
を
引
退
し
て
い
た
が
、
未
曽
有
の
危

岡
田
晃

大
阪
経
済
大
学
特
別
招
聘
教
授
・

経
済
評
論
家

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営

昭
和
恐
慌
を
乗
り
切
っ
た
高
橋
是
清
は「
転
職
の
達
人
」だ
っ
た
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岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）

一
九
七
一
年
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
）」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｎ
Ｙ

支
局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
二
〇
〇
六

年
か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
。
二
〇
二
二
年
、
同
特
別
招
聘
教
授
。

新
刊
『
徳
川
幕
府
の
経
済
政
策
―
―
そ
の
光
と
影
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）。

大
活
躍
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
橋
の
人
生
に
つ
い
て
作
家
の
小
島
直
記

は
「
転
職
の
回
数
、
そ
の
社
会
的
通
念
の
振
幅
の
度
合
い

に
お
い
て
、
日
本
人
と
し
て
は
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
」

と
評
し
て
い
る
（『
高
橋
是
清
自
伝
』
中
公
文
庫
版
の

「
解
説
」）。
い
わ
ば
「
転
職
の
達
人
」
だ
。

そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
危
機
に
対
応
し
乗
り
越
え

る
力
、
強
い
意
志
、
社
会
の
す
み
ず
み
に
至
る
実
情
把
握

と
的
確
な
判
断
力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
は
、
今
日
の
企
業
経
営
で
も
必
要
な
要
素

だ
。「
社
会
の
実
情
把
握
」
と
い
う
点
は
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
や
市
場
動
向
の
把
握
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
そ
の
後
だ
が
、
一
九
三
四
年
、
岡
田
啓
介
内
閣
で

六
度
目
の
蔵
相
に
就
任
し
た
高
橋
は
、
緊
縮
財
政
に
転
じ

た
。
景
気
は
回
復
し
た
以
上
、
さ
ら
な
る
財
政
拡
大
は
悪

性
イ
ン
フ
レ
の
危
険
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
膨
張
し
た
軍
事
費
を
抑
え
よ
う
と

し
た
。
だ
が
軍
部
は
激
し
く
反
発
。
つ
い
に
一
九
三
六

年
、
高
橋
は
青
年
将
校
率
い
る
反
乱
部
隊
に
襲
撃
さ
れ
射

殺
さ
れ
た
。
二
・
二
六
事
件
だ
。
享
年
八
十
三
。

こ
れ
以
降
、
日
本
が
戦
争
へ
の
道
を
突
っ
走
っ
た
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
だ
。
だ
が
、
も
し
高
橋
が
そ
の
後
も
健

在
で
あ
っ
た
な
ら
、
昭
和
の
歴
史
は
少
し
は
違
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
返
す
返
す
も
残
念
で
あ
る
。

イ
と
な
り
、
翌
年
に
は
米
国
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
出
発
前
、
横
浜
の
米
国
人
商
人
に
学
費
や
渡

航
費
を
着
服
さ
れ
、
米
国
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
主
人

に
騙
さ
れ
て
奴
隷
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
も
他
の
家
に

転
売
を
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
苦
難
を
味
わ
っ
た
。

一
八
六
八
年
、
日
本
の
明
治
維
新
を
知
っ
た
高
橋
は
、

苦
労
の
末
に
帰
国
を
果
た
し
た
。
だ
が
仕
事
は
、
森
有
礼

（
後
の
初
代
文
部
大
臣
）
の
玄
関
番
か
ら
、
英
語
学
校
教

師
、
翻
訳
業
、
大
蔵
省
、
文
部
省
、
農
商
務
省
な
ど
を

転
々
と
し
た
。
そ
の
間
、
銀
相
場
に
手
を
出
し
て
仲
買
商

を
開
業
す
る
も
多
額
の
損
失
を
こ
う
む
っ
た
り
、
日
本
橋

の
芸
者
置
屋
の
居
候
な
ど
放
蕩
生
活
を
送
っ
た
り
も
し
た
。

そ
ん
な
高
橋
だ
っ
た
が
、
三
十
四
歳
で
特
許
局
長
に
就

任
、
よ
う
や
く
役
人
生
活
が
定
ま
っ
た
か
に
見
え
た
。
だ

が
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
ペ
ル
ー
の
銀
山
開
発
話
が
持
ち

上
が
る
。
も
と
も
と
高
橋
と
は
無
関
係
だ
っ
た
が
、
銀
山

経
営
の
全
権
代
表
と
な
る
よ
う
関
係
者
か
ら
強
く
要
請
さ

れ
、
や
む
な
く
不
本
意
な
が
ら
官
を
辞
し
て
ペ
ル
ー
に
赴

い
た
。
と
こ
ろ
が
行
っ
て
み
る
と
、
銀
山
は
す
で
に
廃
坑

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
事
業
は
失
敗
に
終

わ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
騙
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
帰
国
し

た
高
橋
は
責
任
を
取
り
、
家
屋
敷
を
売
っ
て
後
始
末
に
充

て
た
。
裏
長
屋
に
引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
三
十
七

歳
に
し
て
無
一
文
の
失
業
者
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
高
橋
に
は
同
情
が
集
ま
っ
た
。
彼
の
能
力
を
見

込
ん
だ
日
銀
総
裁
・
川
田
小
一
郎
が
声
を
か
け
て
く
れ
、

日
銀
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
高
橋
は
順

調
に
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
日
銀
で
は

副
総
裁
を
経
て
、
総
裁
に
就
任
。
そ
の
後
は
政
界
に
転
じ

よ
っ
て
デ
フ
レ
脱
却
と
景
気
回
復
を
図
る
と
い
う
の
は
、

リ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
先
駆
け
だ
。

高
橋
の
政
策
は
す
ぐ
に
効
果
を
表
し
た
。
輸
出
の
Ｖ
字

回
復
や
失
業
率
の
改
善
な
ど
で
、
一
九
三
三
年
に
は
景
気

回
復
が
顕
著
と
な
っ
た
。
欧
米
先
進
各
国
が
世
界
大
恐
慌

に
苦
し
む
中
で
、
い
ち
早
く
不
況
か
ら
脱
出
し
た
の
だ
。

波
乱
の
人
生
、
米
国
で
は
奴
隷
に

日
本
を
救
っ
た
「
転
職
の
達
人
」

高
橋
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
先
進
的
で
的
確
な
政
策
を
と

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
彼
の
そ
れ

ま
で
の
波
乱
の
人
生
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

幕
末
の
一
八
五
四
年
、
幕
府
御
用
絵
師
の
非
嫡
子
と
し

て
生
ま
れ
、
間
も
な
く
仙
台
藩
足
軽
の
高
橋
家
の
養
子
と

な
る
。
十
三
歳
の
時
、
横
浜
で
英
国
銀
行
支
配
人
の
ボ
ー
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